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 論文内容の要旨
 第1章観究の背景
機器の電子化は
的負担の増大
利用されている一方で、ある程度の操作技能が求めら
PC操作の難し
ュアルを参照す
きる」と述べて
わかりやすいこ
 (辻・岸・中村,2003)。
ここで、本研究
のようなインス
に対する親し
究(高比良ら,2
ら(2003)は、㌣
構成されると主
 を促す説明活動のあり方について検討する。
第2章罵ンピュータ操作の靉靆さを構成する概念の検討
診C操作の困難
ずれも概念的・抽
診C利用者は、
知構造に注舅するため
特に被験者の蟄
 一93一
度」とr問題解決
見られた観点に加
の結果は、燈C学
 支持するものである。
研究iの結果より
また「対処不可能
タは琉に戻す」方法を説明することが望ましいと考
第3章コンピュータ操作技雛を規定する要圏モデルの検
璽C学習者の操作
定する要因モデ
案している。恥亡
する態度に影響を
 共分散構造分析によるモデルの追試を行った。
質問紙調査の結
翼遡S璽A晃0騒の
された(図1)。P
 への働きかけが有効である可能性が示された。
 統制の漸在
野
量
血
.16 e
 、29
e
 籍Cに封ずる態度  欝C操作技能
 一.86
 欝Cに封ずる誤儒念
 麟嘩幹C操作技能を規定する要薩モデル
第4章トラブル場面において要求される支援構報の検討
研究灘では、現実
き、学習者はどの
要求される内容の分
 要求する支援内容について順位評定を行わせた。
結果より、野Cト
意味」とゆCがど
技能要曖間におい
よる提示場面が抽
 と、これらの原因が考えられた。
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第5章麗ンピュータ説明場面における薄話内容の分類(藩
研究費では、現
クタと学習者は
(200盗)による
準を作成した。
 法を学習(説明)する課題を課した。
インストラクタ
指示(次にOOし
(わかりました、
主に説明者が主
 を支持するものといえる。
しかし、現実的
問を行い、学習
しも一致してい
と説明活動を促
 ついて、検討を行う必要がある。
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 第6章盤ンピュータ学習者の操
これまで、PC操
(研究璽)、現実
討を行った。こ
、思考と説明活
による質問と学習者に対する説明の促しの効果に注目
先行研究より、
の内的化(Ker麺
が考えられる。さ
聖C学習者の操
面においてイン
件(通常説明条
 の向上、これらの観点について比較を行った。
結果より、説明促
これは、統制の
条件において、
進条件におい
ストラクタの質
説開促進条件に
インストラクタ
インストラク
能性が示唆され
統制の所在を変
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ストラクタによ
 の所在を内的に変化させる可能性が考えられた。
 第7章総合考察
研究亙からVを通
討を行った。こ
えられる(研究亙
すことを通して
能の習得、これらの効果が期待される(研究Vより
毒
四
内的化
 統制の飛在
 インストラクタによる
 学習考への質問
 PCに対する態度  PC操作技能
 PCに対する誤摺念
 発見と修正
図2インストラクタによる質問の効果(概念國
本研究の問題点
の研究の前提と
インストラクタの
さらに心理的背景の違融影響
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 第8章結論
聖C学習者の操作
 いといえよう。
・麗操作にトラブ
 安心感を与える。
・インストラク
 には翼に関する誤信念の修正
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 論文審査結果の要旨
我々は日常的
可欠な情報機器
学習者の技能向上
第1章は序論
第2章では、
は、ある対象
結果、PC操作
ラブルの生起
 無」やr以前との比較」といった視点で
第3章では、
要因モデル
学習者の統制
能に影響を及
には、学習者
 極的なものにしていくことの必要性を指摘している。
第4章では、
について質間
「PCが現在お
 明らかとなった。
第5章では、
果、説明者の
あることを確
話の主導権を渡す
第6章では、
たりする説明
を心理実験に
学習者が能動
とを明らかに
 重要で興味深い知見である。
第7章は総合考
 第8章は結論である。
以上要するに
析しっっ、学
明を促すこと
 ない。
よって、本論文は、博士(情報科学)の学位論文
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